
那覇港総合物流センターの整備完了

実　績
実施設計の完

了

ランプウェイ
基礎工の完
了

物流センター基
礎工、ランプ
ウェイ躯体工の
完了

物流棟主要構
造部完成、受
電設備の設置

工事完了

目　標
実施設計の完

了

ランプウェイ
基礎工の完
了

物流センター基
礎工、ランプ
ウェイ躯体工の
完了

物流棟主要構
造部完成、受
電設備の設置

工事完了

・総合物流センター建設地の地中にて多数の岩塊が確認されたことや、地盤改良工法変更など、これらに伴う
設計変更により繰越が生じた。
・最終的な執行率は99.9％となり、概ね計画的に執行できた。

設備工事、外装
工事の実施

実施設計の実
施

基礎工事の着
手

基礎工事、躯
体工事の実施

躯体工事、設備
工事の実施

設備工事、外装
工事の実施

実施設計の実
施

基礎工事の着
手

基礎工事、躯
体工事の実施

躯体工事、設備
工事の実施

～H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

総合物流センター建設工事の実施

執行状況の説明

502,747 653,547 1,062,500 588,744 2,807,538

負担 □ その他（　　）

合計

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【中期的検証事業】

事業名
沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

平成 年度 沖縄振興基本方針

25 30 該当箇所
担当部課名

事業実施
年度

平成
～

第３章－３－（４）－ア

臨空・臨港型産業の集積による
国際物流拠点の形成

Ⅲ-１-（３）

那覇港総合物流センター整備事業

都市みらい部　都市計画課

事業内容

実施方法 □ 直接実施 □ 委託 ■ 補助 □

　本県の生活・産業物資の輸送の大部分を担う港湾物流機能を改善し、従来型物流の高度化を図り、さらに付加価値型ものづく
り産業の集積などの国際物流拠点の形成を図るため、物流棟本体及び電気工事、機械工事、地盤改良工事を行う。

Ｂ．執行済額 2,807,538

Ａ．予算現額 2,809,923

588,7441,062,500653,547502,747

執行率（％）(B/A) 100.0% 100.0% 100.0% 99.6% 99.9%

うち
交付金充当額

2,246,029470,995850,000522,837402,197

502,830

事業期間中
の予算額
・執行額
【単位:千円】

実　績

目　標

実　績

目　標

653,547

～H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

1,062,500 591,046

実績報告上の総事
業費（最終）

目　標

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

目　標

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

実　績

～H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

実　績

目　標

実　績

市町村名 那覇市



【令和元年度】
・那覇港総合物流センターの取扱貨物量は5,550TEUとなり、目標値を達成した。

【令和元年度】
・那覇港総合物流センターを活用した集貨・創貨の取組により、初年度の目
標値は達成された。

【令和元年度】
・那覇港管理組合と那覇港総合物流センター運営企業間で開催する月次
会議により、今後も適切な管理運営を行っていく必要がある。

【令和元年度】
・那覇港管理組合と那覇港総合物流センター運営企業間で取扱貨物量の増加及び物流高度化に対する課題を共有し、適正な管理運営を継続するこ
とで、取扱貨物の維持・増加に努める。

○年度 ○年度 R1年度 R2年度
R3年度

目標/発現年度

-

5,550TEU

4,580TEU -

□ 後年度に発現する事業効果

目　標

目　標

実　績

那覇港総合物流センターの取扱貨物量

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・

状
況
説
明

【　年度】
・

【　年度】
・

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

実　績

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

■ 中期にわたる事業効果


